
8,
52
7

8,
52
7

え
ひ
め
の
く
ら
し

愛
媛
県
 N
o
.1
92
　
令
和
5年
2月
号

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
、新
た
に
新
成
人
消
費
者
啓
発

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、P
R
動
画
を
作
成
し
ま
し
た
！

え
ひ
め
の
く
ら
し

N
o
.1
9
2

お
近
く
の
消
費
生
活
相
談
窓
口
を
ご
案
内

居
住
地
の
郵
便
番
号
を
確
認
し
て
電
話
す
る
と

ス
ム
ー
ズ
に
お
つ
な
ぎ
で
き
ま
す
。

発
行
：
 愛
媛
県
県
民
環
境
部
県
民
生
活
局
県
民
生
活
課

 
〒
7
9
0
- 8
5
7
0
 松
山
市
一
番
町
四
丁
目
4
番
地
2

  
　
　
　
　
　
　
  
TE
L：
0
8
9
- 9
1
2
- 2
3
3
6

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

〒
7
9
1
- 8
0
1
4
 松
山
市
山
越
町
4
5
0
番
地

　
　
　
　
　
　
  
TE
L：
0
8
9
- 9
2
6
- 2
6
0
3

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
た
と
き
は
、一
人
で
悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
！

　
　
相
談
時
間
　
月
・
火
・
木
・
金
　
9：
00
～
17
：
00

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
  
水
　
9：
00
～
19
：
00

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 
（
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く
）

08
9-
92
5-
37
00

啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
！

出
前
講
座
・
消
費
者
教
育（
出
前
授
業
）な
ど
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す

●
1
1
月
1
2
日
、
エ
ミ
フ
ル
M
A
S
A
K
Iに
お
い
て
「
地
域
へ
の
お
も
い
や
り
～
地
産
地
消
～
」
を
テ
ー
マ
に

お
も
い
や
り
消
費
ラ
ン
ド
を
開
催
し
、
約
2
,5
0
0
人
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
1
2
月
3
日
・
4
 日
、
男
女
共
同
参
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
ま
し
た
。

p
ip
iの
な
る
ほ
ど
ル
ー
ム
の
見
学
の
ほ
か
保
冷
剤
を
使
っ
た
芳
香
剤
や
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を

再
利
用
し
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
を
作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
出
前
講
座

・
消
費
生
活
に
関
す
る
出
前
講
座
を
対
面

　
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

　（
学
校
、地
域
の
集
会
、事
業
所
等
）

　
★
消
費
生
活
相
談
 に
つ
い
て

　
★
悪
質
商
法
の
手
口
と
対
処
法

　
★
消
費
者
を
守
る
制
度

　
★
お
も
い
や
り
消
費

　
　
エ
シ
カ
ル
消
費

　
★
体
験
テ
ス
ト
 な
ど

　
　
　
　
  
詳
し
く
は
こ
ち
ら

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

い
や

や
い
や
や
！

局
番

な
し

※
こ
の
冊
子
は
愛
媛
県
金
融
広
報
委
員
会
の
協
力
の
も
と
作
成
し
て
い
ま
す

愛
媛
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
、
も
っ
と
詳
し
く
知
り
た
い
！

➡ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
消
費
者
情
報
プ
ラ
ザ
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

消
費
者
情
報
プ
ラ
ザ

〇
啓
発
チ
ラ
シ「
注
意
し
た
い
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
」を

　
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た

注
意
し
た
い

消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

出
前
講
座
チ
ラ
シ

【
地
域
の
産
品
を
地
域
で
消
費
す
る
地
産
地
消
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
県
内
の
地
域
活
動
を
紹
介
】

①
今
治
南
校

  
（
里
芋
「
媛
か
ぐ
や
」
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
の
企
画
・
開
発
）

②
 e
ワ
ー
ク
え
ひ
め

  
（
人
と
地
域
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
～
こ
ど
も
食
堂
）

③
宇
和
島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

  
（
愛
媛
の
鯛
を
食
卓
に
）

④
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

  
（
地
域
の
産
物
と
お
も
い
や
り
消
費
）

マ
グ
ネ
ッ
ト

芳
香
剤

0

2,
00
0

20
17

20
18

20
19

20
20

20
21

20
22

8,
36
2

8,
36
2

8,
11
3

8,
11
3

10
,4
49

10
,4
49

11
,3
87

11
,3
87

4,
84
9

4,
84
9※※

5,
10
8

5,
10
8

4,
00
0

6,
00
0

8,
00
0

10
,0
00

12
,0
00

（
件
数
）

（
年
度
）

P
IO
-N
E
T（
注
） に
お
け
る
契
約
当
事
者
が
1
8
歳
・
1
9
歳
の

相
談
件
数
の
推
移

（
出
典
：
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
）

（
注
）P
IO
-N
E
T（
パ
イ
オ
ネ
ッ
ト
：
全
国
消
費
生
活
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）

※
2
0
2
1
年
度
同
期
件
数（
2
0
2
1
年
1
0
月
3
1
日
ま
で
の
登
録
分
）は
4
,8
4
9
件

　
昨
年
4
月
に
成
年
年
齢
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、そ
の

後
の
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
昨
年
4
月
～
1
0
月
の
1
8
歳
・
1
9
歳
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

状
況
に
つ
い
て
、国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
が
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

〇
相
談
の
傾
向
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
1
位
 「
脱
毛
エ
ス
テ
」

・
広
告
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
施
術
を
希
望
し
た
が
、高
額
な
プ
ラ
ン
を

勧
め
ら
れ
た

・
体
験
後
に
強
引
に
契
約
を
迫
ら
れ
、契
約
し
て
し
ま
っ
た

　
2
位
 「
出
会
い
系
サ
イ
ト
・
ア
プ
リ
」

・
S
N
S
で
知
り
合
っ
た
相
手
に
出
会
い
系

　
サ
イ
ト
に
誘
わ
れ
て
高
額
な
料
金
を

　
請
求
さ
れ
た

　
3
位
 「
商
品
一
般
」

・
自
分
宛
て
に
身
に
覚
え
の
な
い

　
商
品
が
届
い
た

・
架
空
請
求

〇
グ
ラ
フ
の
相
談
件
数
を
2
0
2
1
年
と
2
0
2
2
年
の
同
時
期（
4
月
～
1
0
月
）で
比
較
す
る
と
、わ
ず
か
な
が
ら

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
は
意
外
と
身
近
な
と
こ
ろ
に
潜
ん
で
い
ま
す
。

　
ト
ラ
ブ
ル
事
例
や
注
意
点
・
対
処
法
を
知
っ
て
、消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
立
ち
向
か
い
ま
し
ょ
う
！

●
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
 「
新
成
人
よ
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
身
を
守
れ
！
 オ
ト
ナ
ク
エ
ス
ト
」

　
成
年
と
は
？
契
約
の
こ
と
、ト
ラ
ブ
ル
事
例
や
対
処
法
、ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
、消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
1
8
8
な
ど

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
ゲ
ー
ム
形
式
で
表
現
し
、分
か
り
や
す
く
、親
し
み
や
す
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

●
動
画

　
新
成
人
向
け
と
一
般
向
け
の
動
画
を
各
２
種
類（
1
5
秒
、２
分
）作
成
。１
月
か
ら
２
月
に
か
け
て
テ
レ
ビ

C
M
、S
N
S
広
告
な
ど
で
放
映
。

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

動
画
は
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　
　
　
▼

詳
し
く
は
こ
ち
ら

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
成
年
年
齢
引
下
げ
後
の

18
歳・
19
歳
の
消
費
者ト
ラ
ブ
ル
の
状
況

(2
02
2年
10
月
末
時
点
) 



え
ひ
め
の
く
ら
し

N
o
.1
9
2

え
ひ
め
の
く
ら
し

N
o
.1
9
2

１
 い
わ
ゆ
る
「
霊
感
商
法
」
と
は

　
い
わ
ゆ
る
「
霊
感
商
法
」
と
は
、
単
な
る
壺
や
印
鑑
・
置
き
物
な
ど
に
、
あ
た
か
も
超
自
然
的
な
霊
力
が
あ
る
よ
う
に
、

言
葉
た
く
み
に
思
わ
せ
て
、
不
当
に
高
い
値
段
で
売
り
込
む
商
法
を
い
い
ま
す
。

　
19
7
8
年
頃
か
ら
、
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
や
各
地
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、1
9
8
0

年
代
か
ら
は
社
会
問
題
化
し
て
い
ま
す
。

　
霊
感
商
法
は
一
般
的
な
詐
欺
の
手
口
と
は
異
な
り
、
人
を
動
揺
・
狼
狽
さ
せ
る
、
恐
怖
感
を
抱
か
せ
る
な
ど
正
常
な
判
断

能
力
を
奪
っ
た
う
え
で
法
外
な
支
払
を
さ
せ
る
の
が
特
徴
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

２
 霊
感
商
法
被
害
の
実
態

　
全
国
霊
感
商
法
対
策
弁
護
士
連
絡
会
の
集
計
（
Ｈ
Ｐ
参
照
）
に
よ
れ
ば
、
被
害
総
額
に
つ
い
て
は
記
録
の
あ
る
19
8
7
年

以
降
で
19
87
年
に
約
18
4
億
円
（
2
,6
47
件
、1
件
あ
た
り
約
6
2
0万
円
）
、1
9
9
3
年
に
約
12
2
億
円
（
2
,1
5
3
件
、1
件
あ
た
り

約
5
6
0万
円
）
な
ど
突
出
し
て
お
り
、
2
0
21
年
で
も
3
億
31
5
3
万
円
（
47
件
、1
件
あ
た
り
約
7
0
0万
円
）
の
被
害
相
談
事
例

が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
件
数
こ
そ
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
相
談
1
件
あ
た
り
の
被
害
額
は
、
1
9
8
7
年
に
約
6
2
0
万
円
、

19
9
3
年
に
約
5
6
0万
円
、
2
0
21
年
に
7
0
0万
円
と
、1
件
あ
た
り
の
被
害
額
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
相
談
の
内
容
は
、
当
初
、
印
鑑
（
19
8
9
年
：
7
07
件
）
、
数
珠
（
同
年
：
2
3
6
件
）
、
壺
（
同
年
：
4
61
件
）
が
5
3
％
を

占
め
て
い
た
と
こ
ろ
、
2
0
21
年
で
は
、
印
鑑
1件
、
数
珠
0
件
、
壺
1件
と
減
少
し
て
お
り
、
物
品
販
売
か
ら
献
金
へ
シ
フ
ト
し

被
害
実
態
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
ま
す
。

３
 霊
感
商
法
に
つ
い
て
の
法
的
責
任

　
霊
感
商
法
に
つ
い
て
の
法
的
責
任
に
関
し
て
は
、
特
定
宗
教
団
体
の
信
者
に
よ
る
物
品
販
売
行
為
に
つ
い
て
、
不
法
行
為

で
あ
り
、
当
該
宗
教
団
体
及
び
関
連
会
社
に
使
用
者
責
任
が
あ
る
と
し
た
判
決
が
あ
る
ほ
か
（
福
岡
地
裁
平
成
11
年
12
月

16
日
判
決
な
ど
）
、
刑
事
上
の
法
的
責
任
に
つ
い
て
、
特
定
商
取
引
法
違
反
の
罪
で
懲
役
刑
を
言
い
渡
し
た
こ
と
（
東
京

地
裁
平
成
2
1年
11
月
10
日
判
決
。
こ
の
判
決
で
は
「
相
当
高
度
な
組
織
性
が
認
め
ら
れ
る
」
と
判
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
）

な
ど
、
民
事
、
刑
事
の
法
的
責
任
を
認
め
る
判
決
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

４
 霊
感
商
法
に
対
す
る
対
応

　
い
わ
ゆ
る
霊
感
商
法
に
関
す
る
財
産
的
被
害
の
回
復
に
つ
い
て
は
、
民
法
上
、
詐
欺
・
錯
誤
・
強
迫
に
よ
る
取
消
（
民
法

9
5
条
、
9
6
条
。
2
0
2
0
年
3
月
31
日
ま
で
の
契
約
に
つ
い
て
錯
誤
無
効
）
、
不
法
行
為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
（
民
法
7
0
9

条
、
団
体
に
対
す
る
使
用
者
責
任
と
し
て
71
5
条
）
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
2
01
8
年
改
正
に
よ
る
消
費
者
契
約
法
4
条
3
項
6
号
は
、「
当
該
消
費
者
に
対
し
、
霊
感
そ
の
他
の
合
理
的
に
実
証

す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な
能
力
に
よ
る
知
見
と
し
て
、そ
の
ま
ま
で
は
当
該
消
費
者
に
重
大
な
不
利
益
を
与
え
る
事
態

が
生
ず
る
旨
を
示
し
て
そ
の
不
安
を
あ
お
り
、
当
該
消
費
者
契
約
を
締
結
す
る
こ
と
に
よ
り
確
実
に
そ
の
重
大
な
不
利
益

を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
を
告
げ
る
こ
と
。
」
に
よ
り
困
惑
し
、そ
れ
に
よ
っ
て
意
思
表
示
が
さ
れ
た
場
合
の
取
消
権

を
定
め
て
い
ま
す
が
、
必
ず
し
も
救
済
の
範
囲
が
拡
が
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
被
害
状
況
は
被
害
者
（
訴
訟
に
な
れ
ば
原
告
）
が
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
必
ず
し
も
訴
訟
の
ハ
ー
ド
ル

が
低
い
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
被
害
が
あ
ま
り
に
古
い
時
期
で
あ
れ
ば
、
消
滅
時
効
（
概
ね
1年
か
ら
10
年
）
や

除
斥
期
間
（
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
の
場
合
は
行
為
の
時
か
ら
2
0
年
、
消
費
者
契
約
法
に
基
づ
く
取
消
の
場
合
は

契
約
締
結
時
か
ら
5
年
）
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

５
 「
救
済
法
」
に
つ
い
て

2
0
2
2
年
12
月
10
日
、「
法
人
等
に
よ
る
寄
附
の
不
当
な
勧
誘
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
」
が
成
立
し
ま
し
た
（
本
年
1月

5
日
施
行
）
。

　
こ
の
法
律
は
、
消
費
者
契
約
法
と
相
ま
っ
て
、
法
人
等
か
ら
の
寄
附
の
勧
誘
を
受
け
る
者
の
保
護
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
制
定
さ
れ
（
1条
）
、
禁
止
行
為
（
4
条
、
6
類
型
）
の
う
ち
、
霊
感
商
法
に
特
化
し
た
規
定
が
「
当
該
個
人
に
対
し
、

霊
感
そ
の
他
の
合
理
的
に
実
証
す
る
こ
と
が
困
難
な
特
別
な
能
力
に
よ
る
知
見
と
し
て
、
当
該
個
人
又
は
そ
の
親
族
の

生
命
、
身
体
、
財
産
そ
の
他
の
重
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
そ
の
ま
ま
で
は
現
在
生
じ
、
若
し
く
は
将
来
生
じ
得
る
重
大
な

不
利
益
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
不
安
を
あ
お
り
、
又
は
そ
の
よ
う
な
不
安
を
抱
い
て
い
る
こ
と
に
乗
じ
て
、

そ
の
重
大
な
不
利
益
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
当
該
寄
附
を
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
旨
を
告
げ
る
こ
と
。
」
と

い
う
も
の
で
す
（
4
条
6
号
。「
困
惑
」
の
要
件
も
あ
り
ま
す
。
）
。

消
費
者
契
約
法
と
比
較
す
る
と
、
そ
の
不
利
益
を
回
避
す
る
に
は
「
当
該
寄
附
を
す
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
」
と
の

限
定
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、「
救
済
法
」
と
の
触
れ
込
み
に
反
し
て
被
害
者
救
済
手
段
と
し
て
不
十
分
で
あ
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

霊
感
商
法
や
献
金
の
問
題
点
は
、（
正
体
を
隠
し
て
接
近
し
）
個
人
の
自
由
な
意
思
を
抑
圧
し
、
適
切
な
判
断
を
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
況
の
も
と
で
意
思
決
定
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
根
幹
が
あ
り
ま
す
。
新
法
3
条
1号
は

配
慮
義
務
と
し
て
そ
の
点
を
明
記
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
条
項
を
「
一
筋
の
光
明
」
と
し
て
、
信
教
の
自
由
（
憲
法
2
0
条
）

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
被
害
救
済
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

６
 被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
霊
感
商
法
は
、
対
象
者
の
不
安
等
の
原
因
を
霊
的
な
存
在
や
先
祖
の
因
縁
な
ど
と
結
び
つ
け
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
何
ら
か
の
問
題
を
抱
え
て
い
て
も
そ
れ
は
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
背
景
に
あ
り
、「
霊
的
な
も
の
」
や
「
因
縁
」
だ
け
を

手
当
て
す
れ
ば
根
本
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
は
な
い
は
ず
で
す
。も
し
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
、そ
の
こ
と
を

頭
の
片
隅
に
置
い
て
お
く
だ
け
で
、
冷
静
に
問
題
解
決
の
途
を
探
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
霊
感
商
法
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
本
人
は
そ
の
認
識
が
な
い
こ
と
が
多
い
（
後
ろ
め
た
さ
か
ら
秘
密
に
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
）
の
で
、
家
族
も
本
人
の
動
静
に
気
を
配
り
、
生
活
が
質
素
に
な
っ
た
な
ど
の
異
変
に
気
付
い
た
と
き
に
は
、

い
き
な
り
否
定
せ
ず
よ
く
話
を
聞
い
て
あ
げ
る
こ
と
も
必
要
か
と
思
い
ま
す
。

霊
感
商
法
に
よ
る
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル

弁
護
士（
愛
媛
弁
護
士
会
）　
　
井
上
　
雄
基


